
佐野市内

●
=・

｀

′彙 力 図

栃本市藤岡町周辺

ロヤエ逹

" ;=Jl■
る■,1‖ を■lt[ 太J J ttrll=)に 亡(

●tる まで |.1,|1地
''nf法

に ■を,1げた人です

人 1ヽ1■ と
'体

,■
“

先駆音tttl‖ らオitい ます

田中正道ゆかりの地 (地図の番3)
OB中正遺旧マ (n′ |ヽ1指 ,[■ け 'Jil■ ●‖r,

1,1111七 人 'ヽ 「  ‖ 111■ ●i― ■■||:
1「1 ●●ヽ

`   l il,●0回 中正這誕生J墓所
`■

!∫ 1littiテ 1'文 り11,● |■ 1'1)

04 B Fttu撃 寺 ■4,i市 li t,「 えlJ「 ‖」●|'',1li,
1,Lつ 1 1 ltill● ||:|11■■11, 1,■ l i',I●  11L″

|,|●
' ''`“ ^0工 |[● (]キ |ヽ「 F「 111 1:■

',11 lJ''―

 ,
0日 中■祠 |,本 1活 li'' I jJ,11,●  ●

0栃ホ市Ⅲ聞歴史農俗費|1館 11イ。|■ 刊町
'01谷中11合

「
il笙 碑 、

“

ホ||(■ ||
01●中1114■ 1lJ‖ ,

OJり‖辺霊 場
`'tilJ■

l rl■ | ■,F[0,
,|:["う ,lL●

' 

‐
'

L佐野 市 郷 土 博 物 館

(〒

`2'lt''襦
本♀

=野
市ナ 11,¨4' ':t,2,,2,' ■

![土のヽ人E中 正遣に,|｀ t桁 01● の貴
=な

貪■を常設で

F示 している
=か

 多数の円中正も関係資

`1を

収閥してます

)ll館 11団 午前
'時

～午後 5時
ヽ休 碩 日 ■1==悧 IBの 場合 よl.l館 翌日体

'1)祝 日の翌日 毎月月末 年末年始

|   =  ● ■●   ●1 ●1' | , 1■ ●,|

` ||,11,●
|● ●■||●  ■■ ●='ヽ

 ■ 11■



(年齢は致え年)

天保 ′年0ヽ 1)〕 才 11■ ,‖ 下li目安rl郡 IⅢ II(■ 栃ホ県佐li

ll小 中Eテ に■まれる る■■畿0長男

安政 4平 ●8ji, 1■ 1中 ||六角
=籠

の名主に公鷹される 01才
説ti)

文人3年 1∫

`3)を

1才 大沢カツと胤外 六角子の改革のた●|に活郡

器缶騨諄哺単鴨高端織習ギI群冷宅艤外l
の役人となる

り治1年 1ヽ10 7ヽ 1役II殺の節 をう,Il執される 獄Ⅲ
'西

IJttι 綺lや政●.樋満の本を読じ 入■2年 ,力月

朝治
'年

■811' 31■ 疑い,1まれ 小中||に は,薦売と勉学に励む

ll治  `「 ‖ヽ 1,)'ヽ■ 朽本爆発回去
`三

小工区会議員に選「ξ lる

政治
=―

■をきさげることを哲う

明治 J年 18ヽ,)m才 価末県会議員
=当

選 以後40迪繊当選

志とともにJ会 l]|,運 動
==く

す

‖龍難や稀蕊り取は,

″タエせのメ″

おき名主として

■止進の誕生と人間形成

止造 ,ス 保 2年 0ヽ D ll■ 3日  リヽサ国安蘇‖小中ii

(現 栃末県佐野市小111,に 父●歳2,■ 母サキ22′の

長刀として生まれました 4年後には妹 リンも誕生しまし

た 幼名|=兼三郎とlrばれました 正泄■家の一常には産

ヽと伝えられる部 ●もあります Шl家は ,1父の1時代よ

つⅢ本人角宗知′1晰 4● 1月 の名 上で 正遺まで代々続いて

いました

Шl・棠●娯 業経営規機 すなわち Ш畑】1林などは 正

造が  |1中 でやつと中守の財産に過ぎ¬ といつているこ

とと現rrす る資料が
=は

一致し その牛束の質業なたたず

まいを:せ ても理

"て
きると思います

■赤尾望と正進の教育

正造の人間形成において■親の秋育のllきのヽさを見る

ことができます

赤●L小四|「 (鷲

'1)は

 もと術後揚山経阿部γ
=l■

えた

せ01・.取 りの儒蒙でした F地の父は 数台のため  |一

人l■ i (年間ム米約 5俵)を 11`[に しているはどで 教育

に対する父の|,い心がうかがえます

りもまた 止,土 の社格本 人並み外れて `1情でわがま

ま 自己.1心的であることを心配し 11''日
=11造

が反

省するまで戸外にll置 したこと■
'あ

1,ま した  'お前のよ

うに強■では困ん 近所の者もお前のりを悪<いいます |

との 言は ,道の|"に こたえたと1叙伝は伝えています
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に関係したとして人薫1カ 月

■才 栃木県会餞長となる

,0才 第1,朧議院議員選挙に当退 以後
`口

連縦

この間改進党 tの う進歩党 憲政党 憲政本党)篠

員として全国各地で■説

5才 第2回帝国議会にはじめて 足

`鮎

券の候に

つさ■llよJを出す

il■ 性■瀬川人り1水 鉱

“

本が広が ,薇,i民共全

が旧力れる 性曹民とともに足だ朗Iヽ葉絆止運動

を‖
=t議

会で鉱
=■

1について 繰り返し政

'に

i,■ 護●崚費■■げ案反対演説をし ま賛を,退
10才 祉苫民ヽ

`0人
辛制踊0遺`1 1111「ll起き

る 憲政裁 を脱辿
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が起きる
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`|■
新紀元社の

“

会その他で

'中
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0111の るが,1き

'(藤
日町の一‖にされる

6,才 な 11,■留民●莉剖41九 谷中IW活運動
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路
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■郎歌
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■六角家事件

正造は 7す 09■説も有)で 4● 1村の名主に推されました

父富蔵が名主から六角家の割元役〈名上の総元絡)[昇進し

たための関連人事です 六角家は安鮨郡のほか足11郡 さ

らに武蔵国など匈行所あわせて使出2000石の故本でした

江戸屋飲の普講計画とその先納金の件で問題が発■し

正造 (25■口まこオH[対する各地晨II名 主指導層や農民側の

た所に立って対抗し 名主を免せられてしまいました

正遺は投趾されました0ヽ 正造J叙伝をひ0と くと年獄

での生活など迫真の物語に思わず吸い込まれます 六角家

事件で正造は 0カ 月と20H在獄したといわれています こ

の後 堀米町の地蔵堂で手習2を開きました 食■の ■誰

までした|イ 民の陥力はほ まえましいはつてす

この手習塾を出流山事件てこ獄 出所した恩l跡尾鷲り‖

の摘孫豊に讀って 正進は勉学への思いを胸に 東京の織田

龍三劇の
「

をたたきました こめ東京での生活 1ヽ みちのく

その工剌県で一大事11に まきこまれました [司木1す新

八郎殺,事件で 明治 4年 O S7● 2月 T造がリウマテス

治家の湯治の直後のことでした 知らせを受け 直ちにか

けつけたところ 意外にも 正造自身が犯人の容疑で投

獄され 2年 9カ 月(3年と20日 正造誌)の獄中生活を送り

ます この在獄|1 監獄則の11定による「西国サ志編Jの
力誠庭復繊百は 正造のどもり嬌正と後年の弁論

'1説

ばか

つでなく 思想形成にも大きく影響を与えました さらに

「莫 ■動 談Jの売書も正適後半の自由民橋思想のlI激

となり 政治志向への大きな源流となったと思われま二

花輪分局の地にも正述の伝■や贅卜|が生々しく成されてい

ます

■自由民橋運動

正迪は掃11後 -1マ 赤見村洒迫ま洒月蛭子目の番頸をし

ていました 明治10年 西南戦争の時には 夜.● 閉銀の間

撻が起こりました,1正造は日本の立場のみでなく 世界

的視点にたち 自由民籠者として歩みだそうとしていまし

た それには ます正造の負債と・I来の改I.家 としての生

活資金のための経済的独立を得ることが必要でした 西

"戦争による物価高騰を見通し上地売買で3000茶円の利益

を得たので「財I● を犠牡に供し 身を公共に尽くす自由J

を父に求めると 父は喜んでこれを計 し激術しました こ

の時 父が正辻に与えた来禅師の狂歌に 「死んでから仏に

なるハいらぬもの 生きているうちによき人となねJ力てあ

ります

正造の 」由民樺運動の第一小は 地元の地域の自治間適

であリ リ治‖年 7月  第四大区三小区の区会議員に選出

工ll県大属早川|ビ斎にめく,会い 早川 織円らの動誘説イ]

を受けJ"1県への旅立ちとなりました

政治の道を志す

■江剌県時代

正造 (80才

"江
利県での生活は 「御,泄記公私 B誌メこ

立明に・●録されています 正造の名前は はじめ [止過J

や l正蔵Jと ,せ していたこと
"ヽ
「 造の「公私日詢 だけでなく

江11県正造関係卦 |■によって襄付けできまt江 IJ県での

活動は 東,Ш方冷普によお救助動民調べのための|■でした

江11県には 岩手県t rr町 (■ 適野1)に本庁 鹿角郡花輸1,

(■ 秋田県腱角
`1花

輸,に分局がありました 正造は本,iヨ

着後 分局勤務を命ぜられ 東北農民の修状の実態をつぶさに体

験し同じ襲民の有I.に涙を流しi比民のあわれを見れバ東

"
●

の 我古郷のおもひ出二けるJと和賦に託してい工 また 故

郷小中イlの両親宛の手紙 ま彼のい情を切々と伝えています

ことがわかります  安蘇結合会B誌御用雑記公私日
=

な

サ

■

議員上任誓詞



この後 ll会設立案を起準し 区会議員
,"相

談し 県知事

に提出しました 正造の地方自治への渇望を示すものです

tll治 3年 正造は栃木県会議員となり 県政レベルの民

権 さらに 国会開設運動にも精魂をかたむけ 10年 l.Iの

県会議員在職1・ 地方自治の確立 ll:民側に立った地方税

1ヽ学校教育の充実などの主張に力を入れ 三島県令と対

決することもありました その円 全国的な
良冑辱

権の流

れのなか 明治1:年 8月 2:日 には 春 1田山燎宗寺に会合

し 咳 蘇結合会∫が組織され 会長に正進が選出されまし

た これは 栃木県 ドの下毛l・ 合会に呼応 したもので こ

れらの動きは 栃木県の国会,曜運動として重要な意義を

もちます しかし 国会鵬設の方法をめぐって下毛l.合会

と対立し 安畔結合会は ′品辞出 と改称して独立 正遺

は中節社代表として国会開設建自書を今泉 山口等代表

とともに提出しました また 正造の自由民権通動推進活

動は 千栃木新聞Jの発刊が重要活動の場でした この新

r●lは明治‖年 6月 に第 1号を飼刊してから月8回の割で刊

行し 37号で廃■|になりましため
' 

翌 2年 8月 再刊になり

正造力編 集長となって大きな影響を残しました

明治28年 正造は第 1回衆議院議員選挙で当選し 以後

明F.天皇への直訴の直前 明治
=4年

10月 23日 に辞聯するま

で 連続 6回の当選を果たしました 衆議院選挙費用明細

書が残されていますが それは 第 1回 (明治・ 3年)の もの

で費用総額3485口に適し 「驚くべき故財なりJと香き記

し 正遺自身 驚きあきれている様子がhl察できます こ

の金額は 西南戦争による十地値上がつ収益3000余 円を

一生の生活設計として考えていましたが たつた 1回の適

挙で吹き籠んだことになつ 以後 郷上の選挙費用に関す

る物面の極子になっています

足尾鉱議l.l題 と正遣のiぱ昔

■足尾握 問題

足尾銅山鉱毒問題が初めて国会でとりあげられたのは

明治24年 12月 25日 の正道の費問演説です これより光 同

年 2月 18日 「足尾鉱毒の様につき質問書Jを提出していま

した 「足に編山より流出する鉱書は 群馬 栃木両県の間

を流れる渡良瀬川沿岸の田畑1600余町の広い地面に被宵

を及ぼし 2年 も3年も収餞がなかったのてある 特に明

治23年 という年は 1粒も実らない 実らないのみならず

植物が生えないのである Jそ して 18日 の質問書にはrt
…

           ●, ●

る明治21年より現今に亘り毒気は愈々共度を,1へJとその

鉱苺被害の経過を指摘しました

工造が衆議院議員を辞職する明治34年までのH年間 餞

会における正造の質|・I書 演説その他220伴のうち鉱毒間

題関係が半数を越えています 一方 明治20年までに古

河市兵輌 (足尾鋼山主)と の示跛交渉も進み 栃木 畔馬

鉱毒校害関係(3カ 町村と示談契約が結ばれていま現 しか

し 明治21年 7 8 9月 ヽに 9月 8日 の大雨 大洪水

は 古今無例といわれ 局面は大きく伝換していきました

足尾銅山鉱菜停止請曜の沿岸l駅運動力嘔 朧寺を請願事

務所として大同団結 緻 作リカ皓 発化し 一大請願陳惜

運動べと高まり その請願錬僣の運動も 1次 2次  3次
としだいに深刻化していきました

l

|

l

|

カ

オ
ス
一

′． 一
私

，
　
ｆ
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衆議院当遇証書

麦田の被害

第 1回選挙写真



■川倶事件

明治38年2月 1'日 渡良続川両′+扱市民が第1回 目の大学

請願の達1' 群|;県の

"俣
て警●はと衝突し その鼻[を

受け流血の惨亨となりました この事件では負傷青 逮捕

者を多ll出 しました 人伏町(現 佐野T漱 毒議員の■崎

趾次Jも校古者の一人で 負傷時の血染めのシャンは 同

家の家宝として大切に伝iさ れています

後に正造は内々に書商を送り 山崎催次郎の頭部の傷を

東京の医師と弁護士に見せ 確実な証拠とするよう説得し

ました 加えて+紙に
'量

Jの一文字を大きし 万感の思いを

こめました 
「

'薇

すわるさやめ

'ハ
我止ます 政らせ利llu

に血を流すともJの子!歌 には 硬骨男子1崎表兄と普かれ

正造と被告者とのメ4神の結合を示す証ともなっています

“

侵事件では正進の甥原田英三郎

も 田崎草婁が寄進した銅燿と打棒を

持つて参加したという伝■も残され

ていま,川 l・ ●件は兇祉掟衆罪等

が適用され 関係被告人は68名 に及

びました この審議中 「あくび事

`|●
| |●

件Jで■造は官吏侮辱罪で起訴され

で 嘘 本 田1正造りの部分が表紙になつていました

苧葬ノ微E田中止 1載恐誠I・ 頓首li首護テ妻ス 伏テ推

ルニ臣Ш問′匹大政テ規ヲ蹄工

"ヲ
犯シテ 鳳鷲二近前ス

ル 共・ 1実二万π二当レリ 而モ■ジテ之フ為ス所以ノモ

ノハ洵二国家生民ノ為二図リテートノ駄軟竜二忍プ能ハザ

ルモノ布レバナリ 伏テ望ムラクハ 陛 ド深:コ業慈臣″至

愚ヲ憐レミテ少シク乙夜ノ覧ヲエレ給ハンコトラ(以下略)

と直訴文は流れるような名文です力t幸徳秋水が i臣ガ狂

愚Jと したものを「臣ガ至愚Jと計上し 兼印しました

そのほかにも刊止』嗜 襟日Iさ れています

直訴状

文章の流IIt 嗣子をこわしてまても,正した正造の試実さ

を知ることができま,こ の直訴については
`毎

日新聞J主筆
●,● ● |● |

の石川半山(安次郎)'日記Jによる直訴
=画

と 「万朝報J記

者幸徳秋本との関係協議なども参考になります ■造の直訴

1週 11後に書いたカツ夫人宛古簡なども 正迪決死の■個

と病Jの夫人に対するあたたかい思いやりを示していまt
郷:卜 の技古 ●1係者は直訴を伝えきいて 見舞金を集め上京

■世しました 赤見村長大竹謙作 医師吉岡り|卜 (日 .●)校
野村 海老瀬村などの資料

`当
時のll況を今に伝えていま魂

直訴の報を伝えきいた盛剛中学生の石川啄木は [夕川

に章は枯れたり血にまとふ民の叫びのなどせしきやJと
二+ 文字にその思いを託しました

,↓十においても 直術の年の4月 に佐●rに栃木県立第四

中学I・ (現 佐野高等学校)が誕生しました 正造普柿にそ

の創立にまつわる:r問題が,磁に記載されています そし

て 当時の1学生が鉱毒Wiを どのように受けとめていた

か 明 の技良瀬
"|の

作文に 「この下薇は

'何
に惨状な

らずや 鉱うの回力]に侵入し 荒畑となりし幾万坪ぞJと

その思いを残しています さらに正造が設立した平民供楽

部(のち両毛学寮,こ佐野1ヤヽ業生が正造とともに下宿し

その恩恵を受けながら勉強しました
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入獄しました この1鰤約聖菩の差  田中正遺
=幅

し入′1を受け 正造にとって精神の
階 壌 :鳥 器

重要転機になつたといわれています ●hを流すともJ

口天皇べの直訴 (上訴)

明治31年 ′月 0日  正造は第 6議会開院式から帰途につ

かれた天皇に直訴を決

`7し

ました 害護の騎兵がこれをさ

えざろうとしておもし T造 も転び警官にと

'お
さえられ

ました 直訴状は幸廊秋本が執筆し その朝 正造が,1年

訂正して実印を押 しました 現在は々装されを物 〔なって

いますが 工讚紙 6検を半llに し こよつて縦込んだもの

血染めのシャツ
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■谷中1l l・0題

明治,11■ J寸
`,11,F以

li  l Lた す、カツ1■  ,′ |=|||:

■.い,■激Llt[1馬 県|卜 と|● |,,11年 と渋害|‖ 11=人 ,t
います 鉱め反

'i逆
動 ,性 ll“ 111(よ りさらにT,1に

件1■ , 1,J:1‖ ‖]J ,1111 111ち ,1海 と■||な こ
="Ⅲ

て ,さ ました 1,1′以後  l'諭
`よ

うゃく■ ,i技古・ 11,実

=そ=が
1よ うとし ■ ,i,iの 人学生 1●11:な ど,(挙 杖

Jltの 各111 ,七 111」 などその他の1,々 を:t‖ す 7● こと

=な
|ま した

紘,=‖ u●,世 論喚起
''■

1よ ■ 時の |"=■ =′払あ■l

否i員会を

')さ
せました ところう, この ■■■の iぜ

に菫‖
=閑

する調査 ,11,1:JI月 l lll● 月)よ  渡ll"
利ll及び‖1,,:|が イ、J[1る 付|=Jに ■1●世をi,|る

`要11を 方向|け ました ■TIJ‖ ⊇ ,1サ ||の遊水池計Ⅲ

l l:の段階■つふれましたが 何ホ1:谷 1,,の ■|て 計画

は 月治′111〕 ‖ 111臨時議会t具体化t itた

日正造の死

正造 よ大 12年 (11■,8月 2■  ■龍寺よリヱ出担 ,」 方

を訪ねましたが あい
=(留

守tt吉の子止ユ,11(1,子

生)ltの庭田市四OF家 に41し ました

ここで 1通は,には し このあ と 9月 40午後 01"1分
まで こ●,イ |“床 にあ つました その詳細が 喘 床 日趣

に
岬熙|● 雫

状は
'て

保‐ オ● lt辺 に,された遺品

は11等 と■切袋(信玄袋)( ■のIIに は河川調査の,稿と

新約全■ ■紙欺枚 採取した,11昔 小イi3回 市国ま

法とマタイ伝の合本 日.● 8冊がれ|め らわていました

こ′が111の 全,i亡 といえるのて
' 1●

|の蒙Ftゃ 用椰

は ,(■ il lヽ 1,の サ の々ll業のは興と:I‖ の■育
=役

11て tiし いと寄]Jき ねました 現在  ■1`Ш法人4● |

1鰍‖楽・ 価 ,理 しています

,|■ した0中村需電11社付近

明γ●i年 ,|■ IF I■の [Lは  ■■で谷中‖め‖釧

岩五J(方ヽ移り■|■ tし た 絆1■ 1こ
= 

止Lに と,,て は

ニ レ1他の1■き‖Jであ, ■法政襲 ナ、世蜃壊●,1:イ ,さ ′

た´0'‖ と考えてのことです こ,,あ と 月治,117月 1

■ 俗1村 ■倅同「  =合 ,|し  ,il上 ill誠 tま した

■●.11: ||【 +|‖ よ1地 |(1法をjJl‖ し 俗1■ |=■

民家 t戸の]I11崚壌tは ,ま した ●留民は■・●破り1のあ

こ に小|そ 1:て ,サt■五

●ました 1:Li城摯民

ととも
= 絆中II使活 を

1'|| |'11t各 JL'',111判

合の だむをま とわ 致

“

i

政策r・ 誤 りを1111し ヽう

としま tた ,:そ ,,途 1・で

11=l■ オriし ま ました

田中正造遺品

日正進の準儀と分骨地

人止 2年 1月 ]J t,き のな撃が春日41惣宗十でイi,,

れ 性農瀬川両岸被告地はもちろん ■ J各地よつ関係者

が■餞
=●

来 その数はな万
'、

といわれました 止サ±の

“■に ;きわしいヤ飛でした ,き骨は 惣iキのほか 佐呼市

1ヽ 中lI 栃本市藤四
' 11ヽ

liり :龍背および埼玉県加須市

´青(いずれ1,現 市町名)=申♂1=よ り分骨埋丼されました

田中正造薬餞

l    
Ю

    I
11


